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なお、傷病者の観察は、観察基準に策定されているものだけ行えばいいと

いうものではなく、観察基準に基づく観察のほか、傷病者の状況に関する総

合的な観察が必要である。 

 

また、救急業務に関しては、活動要領等を策定し一定の基準に基づき実施

している消防本部もあるが、傷病者の搬送及び受入れに関する実施基準を機

能させるために、協議会での検討結果を踏まえて、こうした活動要領等につ

いて適宜見直し、整合性を図っていくことが重要である。 

  


